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デュアルドップラーライダーとヘリコプターにより観測された海風層中の水平ロー
ル渦とストリーク

Dual-Doppler lidar and helicopter measurements of horizontal convective rolls and streaks
in sea-breeze layer
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水平ロール渦（Horizontal Convective Roll、以下 HCR）は境界層における一般的な現象であり、衛星、ドップラーレー
ダ、航空機などによる観測例が数多く報告されている。Large eddy simulation（以下 LES）により、地表面近くのストリー
クと呼ばれる現象が HCRの sourceになっているという報告がなされているが、構造が数 100mと小さいため、観測が困
難であった。近年、ドップラーライダーによる観測により、ストリークの構造が徐々に明らかになってきている。
仙台空港における大気境界層内の 3次元風速場を詳細に把握することを主な目的として 2007年 6月 18日と 19日に情

報通信研究機構（NICT）と電子航法研究所（ENRI）の 2台のドップラーライダーによるデュアルドップラーライダー観
測と、宇宙航空研究開発機構（JAXA）の実験用ヘリコプターによる観測を実施した。6月 19日午後に実施した観測にお
いて、デュアルドップラーライダーにより、海風層中に発生した数 100mスケールの HCRとそれに関連するストリーク
構造の 3次元風速場が得られた。JAXAヘリコプターにより観測された HCRのスケールとデュアルドップラーライダー
により観測されたスケールはだいたい一致した。講演では、観測されたHCRおよびストリークの 3次元空間構造および
時間発展について報告する予定である。


